
20アジ研ワールド・トレンドNo.232（2015. 2）

●
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
成
功

筆
者
の
見
立
て
に
よ
れ
ば
、「
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
」（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
、

こ
こ
数
十
年
の
国
際
開
発
の
取
り
組
み

の
な
か
の
大
ヒ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の

注
目
度
は
高
く
、
国
際
開
発
・
協
力
の

分
野
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
教
育
、
保

健
、
環
境
分
野
の
専
門
の
人
々
も
、
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
言
及
し
た
。
例
え
ば
、
教

育
分
野
に
お
け
る
「
万
人
へ
の
教
育

（Education for A
ll

：
Ｅ
Ｆ
Ａ
）」
と

い
う
目
標
は
一
九
九
〇
年
に
提
起
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
教
育
と
い
う
ひ
と
つ
の

分
野
の
目
標
の
域
を
出
ず
、
こ
れ
を
達

成
す
る
こ
と
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
、

達
成
に
失
敗
し
た
場
合
の
デ
ィ
ス
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
と
も
な
っ
て
い
な
か
っ

た
。こ

れ
に
対
し
て
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
成
果

主
義
が
導
入
さ
れ
、
達
成
期
限
を
明
示

し
、
中
間
評
価
が
な
さ
れ
て
、
そ
の
評

価
が
悪
い
場
合
に
は
援
助
計
画
が
見
直

さ
れ
る
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
設
定
さ

れ
て
い
た
。
Ｅ
Ｆ
Ａ
と
い
う
目
標
は
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ひ
と
つ
と
し
て
組
み
入
れ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
達
成
に

賞
罰
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
成
果
主
義
の
導
入
が
、
過
去

の
開
発
目
標
と
は
異
な
る
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

特
長
で
あ
っ
た（
参
考
文
献
①
）。
実
際
、

後
述
の
よ
う
に
、
設
定
さ
れ
た
目
標
の

達
成
度
は
、
全
体
的
に
高
い
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
当
初
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
な
か
に
言
及

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野
に
従
事
す
る

人
々
（
例
え
ば
、障
害
、児
童
労
働
）
が
、

次
々
に
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
参
入
を
求
め
運

動
し
た
こ
と
も
、
筆
者
は
目
に
し
て
い

る
。
こ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
が
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
数
の
増
加
で

あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
目
標
」
の
数
は

八
で
変
化
し
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の

下
位
に
置
か
れ
た
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
は
、

当
初
の
一
八
に「
適
切
な
雇
用（decent 

w
ork

）」、「
性
と
生
殖
に
関
す
る
保
健

（reproductive health

）」、「
生
物
多

様
性
」
が
付
け
加
え
ら
れ
、
二
一
に
拡

張
さ
れ
て
い
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
後

継
目
標
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
も
同
様
に
、
目
標

の
数
が
一
七
に
ま
で
増
加
す
る
予
定
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
膨
張

は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
成
功
を
反
映
し
た
も

の
と
い
え
る
。

●
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
成
果

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
な
か
で
も
高
い
達
成
度

を
誇
る
目
標
と
、
相
対
的
に
達
成
度
が

低
か
っ
た
目
標
と
が
あ
る
。
以
下
で
は
、

毎
年
発
表
さ
れ
て
い
る
国
連
レ
ポ
ー
ト

の
最
新
版
を
参
照
し
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
度
を
確
認
し
よ
う
（
参
考
文
献
④
）。

ま
ず
目
標
一
の
貧
困
削
減
に
つ
い
て

は
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
た
と
い
え
る
。

表
１
に
は
、
一
九
九
〇
年
と
二
〇
一
〇

年
の
世
界
地
域
別
貧
困
人
口
比
率
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
地
域
は
二
〇
一
〇
年

の
値
の
高
い
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
最
初
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

二
〇
一
五
年
の
貧
困
人
口
比
率
の
値
を
、

一
九
九
〇
年
の
値
の
半
分
以
下
に
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
表
１
の
末
尾
に
示
し

た
世
界
全
体
の
貧
困
人
口
比
率
は
、
一

九
九
〇
年
に
三
六
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
す
で
に
そ
の
半

分
の
一
八
％
に
達
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
一
五
年
を
待
た

ず
に
、
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

開
発
途
上
国
全
体
で
は
、
一
九
九
〇
年

の
値
が
四
七
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

二
〇
一
〇
年
に
は
二
二
％
と
な
っ
て
お

り
、
開
発
途
上
国
全
体
で
も
、
二
〇
一

〇
年
時
点
で
す
で
に
貧
困
削
減
目
標
を

表 1　貧困人口比率の変化（単位：%）

地域 1990 2010

サハラ以南アフリカ 56 48
南アジア 51 30
（インドを除く南アジア） 52 22
東南アジア 45 14
東アジア 60 12
ラテン・アメリカ 12 6
コーカサスと中央アジア 10 4
西アジア 5 4
北アメリカ 5 1
開発途上国全体 47 22
世界 36 18

（注）貧困線は 2005 年価格で 1.25 ドル。「東アジア」は中国のみ。
（出所）参考文献④、8ページ。
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達
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

も
ち
ろ
ん
、
貧
困
削
減
の
成
果
は
地

域
毎
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
サ
ハ
ラ
以

南
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
削
減
は
最
も
緩
慢

で
あ
る
し
、
南
ア
ジ
ア
全
体
で
も
二
〇

一
〇
年
時
点
で「
貧
困
人
口
比
率
半
減
」

の
目
標
を
達
成
し
て
は
い
な
い
。
し
か

し
、「
イ
ン
ド
を
除
く
南
ア
ジ
ア
」
は
、

貧
困
人
口
比
率
を
五
二
％
か
ら
二
二
％

に
低
下
さ
せ
て
お
り
、
目
標
を
達
成
し

て
い
る
。
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
、
東
ア

ジ
ア
も
急
速
な
貧
困
削
減
を
実
現
し
た
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
以
外
の
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
等
の
地
域
は
、
一
九
九
〇
年

時
点
で
貧
困
人
口
比
率
が
高
く
は
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
貧
困
削
減
に
つ

い
て
は
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
を
除

い
て
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
と
い
え

る
。目

標
二
の
初
等
教
育
の
普
及
に
つ
い

て
も
、
大
き
な
改
善
が
み
ら
れ
た
。
二

〇
一
二
年
に
お
い
て
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア

フ
リ
カ
と
オ
セ
ア
ニ
ア
の
開
発
途
上
国

を
除
い
て
、
世
界
の
ど
の
地
域
で
も
初

等
教
育
就
学
率
は
九
〇
％
を
超
え
て
い

る
。
開
発
途
上
国
全
体
で
も
、
就
学
率

は
一
九
九
〇
年
の
八
〇
％
か
ら
二
〇
一

二
年
に
は
九
〇
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
も
五
二
％
か

ら
七
八
％
へ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
も
六

九
％
か
ら
八
九
％
へ
と
大
幅
な
上
昇
を

記
録
し
て
い
る
。

目
標
三
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
で
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
就
学
率
の
男
女
格
差

の
解
消
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
か

な
り
の
改
善
が
あ
っ
た
。
開
発
途
上
国

全
体
の
初
等
教
育
就
学
率
の
男
女
格
差

は
、
一
九
九
〇
年
に
は
男
児
一
人
に
対

し
て
女
児
〇
・
八
六
人
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
二
年
に
は
こ
の
比
率
が
〇
・
九

七
人
に
上
昇
し
た
。
こ
の
指
標
が
最
低

の
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
も
〇
・
八

三
人
か
ら
〇
・
九
二
人
に
改
善
し
て
い

る
。
中
等
教
育
、
高
等
教
育
の
就
学
率

の
男
女
格
差
、
雇
用
や
国
会
の
議
席
に

お
け
る
男
女
格
差
は
い
ま
だ
に
大
き
い

も
の
の
、
少
な
く
と
も
小
学
校
の
就
学

率
に
つ
い
て
は
、
男
女
格
差
が
解
消
し

つ
つ
あ
る
。

目
標
四
〜
六
は
保
健
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
目
標
四
が
子
ど
も
の
健
康
、

目
標
五
が
妊
産
婦
の
健
康
、
目
標
六
は

感
染
症
を
対
象
と
し
て
い
る
。

目
標
四
の
数
値
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
二

〇
一
五
年
の
乳
幼
児
死
亡
率
を
、
一
九

九
〇
年
の
水
準
の
三
分
の
一
に
引
き
下

げ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
指
標
の
地
域

毎
の
変
化
を
表
２
に
示
し
た
。
一
九
九

〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
間
に
、

開
発
途
上
国
全
体
で
は
、
乳
幼
児
死
亡

率
が
ほ
ぼ
半
減
し
た
（
九
九
‰
か
ら
五

三
‰
）
も
の
の
、目
標
の
「
三
分
の
一
」

に
は
到
達
し
て
い
な
い
。
こ
の
目
標
に

関
し
て
最
も
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
サ
ハ

ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
も
、
一
七
七
‰
か
ら

九
八
‰
へ
と
、
そ
こ
そ
こ
の
ス
ケ
ー
ル

の
低
下
を
実
現
し
て
い
る
。
南
ア
ジ
ア
、

オ
セ
ア
ニ
ア
も
同
様
で
あ
る
。
北
ア
フ

リ
カ
や
東
ア
ジ
ア
で
は
、
二
〇
一
二
年

で
既
に
目
標
を
突
破
し
て
い
る
。

目
標
五
は
妊
産
婦
の
健
康
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
、
妊
産
婦
死
亡
率
が
数
値

指
標
と
さ
れ
て
い
る
。
妊
産
婦
死
亡
率

は
、
開
発
途
上
国
に
お
い
て
、
長
ら
く

収
集
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
よ
う
や
く

表
３
の
よ
う
な
地
域
別
デ
ー
タ
が
公
表

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

目
標
五
は
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
な
か
で
、
最

も
進
展
が
遅
い
と
い
え
る
。
数
値
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
、
二
〇
一
五
年
の
妊
産
婦
死

亡
率
を
一
九
九
〇
年
の
値
の
四
分
の
一

に
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
表
３

で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
二
〇
一
三
年
に

お
い
て
、
こ
の
目
標
を
達
成
し
た
地
域

は
ひ
と
つ
も
な
い
。
世
界
全
体
で
は
、

一
九
九
〇
年
に
お
け
る
生せ

い
じ児

出
し
ゅ
っ
し
ょ
う

生
一
〇

万
件
に
対
す
る
妊
産
婦
の
死
亡
数
が
三

八
〇
人
で
あ
り
、
こ
れ
を
二
〇
一
五
年

に
九
五
人
に
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が

目
標
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
二
〇
一
三

年
の
値
は
二
一
〇
人
で
あ
り
、
半
分
に

さ
え
届
い
て
い
な
い
。
開
発
途
上
国
全

表 2　乳幼児死亡率の変化（単位：‰）

地域 1990 2012 2015（目標）

サハラ以南アフリカ 177 98 59
南アジア 126 58 42
オセアニア 74 55 25
コーカサスと中央アジア 73 36 25
東南アジア 71 30 24
西アジア 65 25 22
北アフリカ 73 22 25
ラテン・アメリカとカリブ諸国 54 19 18
東アジア 53 14 18
開発途上国全体 99 53 33

（注）生児出生 1000 件に対する 5歳未満の子どもの死亡数。
（出所）参考文献④、24 ページ。

表 3　妊産婦死亡率の変化（単位：人）

地域 1990 2013 2015（目標）

サハラ以南アフリカ 990 510 248
南アジア 530 190 133
オセアニア 390 190 98
カリブ諸国 300 190 75
東南アジア 320 140 80
ラテン・アメリカ 130 77 33
西アジア 130 74 33
北アフリカ 160 69 40
コーカサスと中央アジア 70 39 18
東アジア 95 33 24
開発途上国全体 430 230 108
世界 380 210 95

（注）生児出生 100,000 件に対する妊産婦の死亡者数。
（出所）参考文献④、28 ページ。
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体
で
も
、
一
九
九
〇
年
の
四
三
〇
人
と

い
う
値
を
一
〇
八
人
に
下
げ
る
の
が
目

標
で
あ
る
が
、
二
〇
一
三
年
で
二
三
〇

人
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
指
標
に
つ

い
て
も
、
最
も
悪
い
数
値
を
示
し
て
い

る
の
が
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
、
一

九
九
〇
年
の
値
が
九
九
〇
人
、
二
〇
一

三
年
の
値
が
五
一
〇
人
で
あ
っ
た
。
南

ア
ジ
ア
は
一
九
九
〇
年
に
は
五
三
〇
人

と
い
う
高
い
値
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一

三
年
に
は
こ
の
値
が
一
九
〇
人
に
ま
で

下
が
っ
て
い
る
。
目
標
の
一
三
三
人
ま

で
今
一
歩
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

目
標
六
は
感
染
症
に
関
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
。
感
染
症
の
な
か
で
も
、
二

〇
〇
〇
年
代
初
め
に
問
題
性
が
高
ま
っ

て
い
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の

指
標
が
、
主
た
る
成
果
指
標
と
さ
れ
て

い
た
。
具
体
的
に
は
、
総
人
口
に
対
す

る
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
割
合
を
半
減

さ
せ
る
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
さ
れ
た
。
開
発
途
上
国
全
体
で
は
、

一
五
歳
か
ら
四
九
歳
ま
で
の
人
口
一
〇

〇
〇
人
あ
た
り
の
新
規
感
染
者
数
が
、

二
〇
〇
一
年
に
〇
・
一
〇
人
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
二
〇
一
二
年
に
は
〇
・
〇

六
人
に
低
下
し
た
。
ま
だ
「
半
減
」
と

い
う
目
標
に
達
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

二
〇
一
二
年
ま
で
に
か
な
り
の
改
善
が

進
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
問
題
が
最
も
深
刻
な
ア

フ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
こ
の
指
標
の
値

が
非
常
に
高
い
。
南
部
ア
フ
リ
カ
に
お

い
て
は
、
二
〇
〇
一
年
に
一
・
九
八
人

と
い
う
値
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年

に
は
ほ
ぼ
半
減
に
相
当
す
る
一
・
〇
二

人
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
次
に

値
の
高
い
中
部
ア
フ
リ
カ
で
は
、
〇
・

六
三
人
か
ら
〇
・
二
九
人
に
低
下
し
て

お
り
、
既
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
達
成
し
て

い
る
。
西
ア
フ
リ
カ
で
は
〇
・
四
一
人

か
ら
〇
・
一
六
人
へ
、
東
ア
フ
リ
カ
で

は
〇
・
三
六
人
か
ら
〇
・
二
一
人
へ
と

低
下
し
て
お
り
、
か
な
り
改
善
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

目
標
七
は
環
境
に
関
す
る
課
題
を
扱

っ
て
い
る
。
主
要
な
数
値
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
ひ
と
つ
は
、
安
全
な
水
を
利
用
可
能

で
な
い
人
口
の
割
合
を
半
減
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
目
標
も
多
く
の
地
域
で

達
成
さ
れ
て
い
る
。
開
発
途
上
国
全
体

に
お
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
に
こ
の
値

が
三
〇
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年

に
は
一
三
％
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
到
達
に
か
な
り
距
離
が

あ
る
の
は
オ
セ
ア
ニ
ア
と
サ
ハ
ラ
以
南

ア
フ
リ
カ
で
あ
る
。
オ
セ
ア
ニ
ア
に
は

小
島
嶼
国
が
数
多
い
た
め
、
一
九
九
〇

年
の
五
〇
％
と
い
う
値
が
二
〇
一
二
年

に
は
四
五
％
に
な
る
と
い
う
小
幅
な
改

善
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
サ
ハ
ラ
以
南

ア
フ
リ
カ
で
は
五
二
％
か
ら
三
六
％
に

低
下
し
て
い
る
。

目
標
八
は
先
進
国
に
向
け
ら
れ
た
目

標
で
、
援
助
、
貿
易
、
債
務
削
減
等
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
達
成
さ
れ
な
い

場
合
で
も
、
先
進
国
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

課
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
成
果

の
評
価
は
目
標
一
〜
七
ほ
ど
の
細
心
さ

を
も
っ
て
な
さ
れ
て
は
い
な
い
（
参
考

文
献
②
）。

全
体
と
し
て
、
保
健
指
標
、
な
か
で

も
妊
産
婦
死
亡
率
、
乳
幼
児
死
亡
率
を

除
き
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
度
は
、
二
〇

一
二
年
現
在
で
す
で
に
か
な
り
高
い
、

と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

二
〇
〇
〇
年
か
ら
一
五
年
間
に
起
こ

っ
た
ひ
と
つ
の
大
き
な
変
化
は
、
中
国

や
イ
ン
ド
と
い
っ
た
人
口
の
大
き
な
開

発
途
上
国
の
経
済
成
長
と
貧
困
削
減
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
人

数
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
世
界
の

貧
困
削
減
が
大
き
く
進
展
し
た
。
こ
れ

に
加
え
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
経

済
も
大
き
く
変
化
し
た
。
資
源
国
は
成

長
し
、
そ
う
で
な
い
国
で
も
携
帯
電
話

の
普
及
に
代
表
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん

だ
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
率
は
下
が
り
、
感

染
者
に
対
す
る
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
配
布

も
広
ま
っ
た
。
全
体
と
し
て
、
世
界
の

貧
困
削
減
、
社
会
開
発
は
大
き
く
進
み
、

貧
困
の
問
題
性
が
、
絶
対
的
に
は
と
も

か
く
、
他
の
問
題
に
比
し
て
、
相
対
的

に
低
下
し
て
い
る
。

一
方
、
環
境
問
題
の
重
要
性
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。
本
特
集

の
小
島
稿
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う

に
、
一
九
七
〇
年
代
に
世
界
の
環
境
問

題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
一
九
七

二
年
に
は
国
連
人
間
環
境
会
議
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
議
で
は
「
人
間

環
境
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
実

行
す
る
た
め
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
）
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
八
七
年

に
は
国
連
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
」
の
報
告
書
（
ブ
ル
ン
ト

ラ
ン
ト
委
員
会
報
告
書
）
に
よ
っ
て
、

「
持
続
可
能
な
開
発
」（Sustainable 

D
evelopm

ent

）
が
定
義
さ
れ
た
。
一

九
九
二
年
に
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

国
連
環
境
開
発
会
議
（
通
称
、
地
球
サ

ミ
ッ
ト
）
が
開
催
さ
れ
、
持
続
可
能
な

開
発
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
行

動
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
が
一
〇
年
後
の

「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首

脳
会
議
」（
リ
オ
＋
10
）
に
引
き
継
が
れ
、

二
〇
一
二
年
の
「
国
連
持
続
可
能
な
開

発
会
議
」（
リ
オ
＋
20
）
に
結
実
す
る
。

こ
の
会
議
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
継
承
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
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●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
策
定
プ
ロ
セ
ス

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
反
省
と

し
て
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
に
つ
い
て
の

議
論
が
関
係
者
以
外
に
は
知
ら
さ
れ

ず
、
各
国
の
国
連
代
表
で
さ
え
関
与
し

な
い
ま
ま
策
定
・
公
表
さ
れ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
反
省
に
基
づ

き
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
後
継
と
な
る
目
標
の

策
定
に
先
立
っ
て
、
以
下
の
五
つ
の
層

の
人
々
へ
の
意
見
聴
取
（
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
）
が
行
わ
れ
た
。

⑴
各
国
の
政
府
首
脳
（
ま
た
は
そ
の
経

験
者
）
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
パ
ネ
ル
。

⑵
持
続
可
能
な
開
発
に
テ
ー
マ
を
絞
っ

た
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
経
済
学
者

の
Ｊ
・
サ
ッ
ク
ス
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）。

⑶
国
連
機
関
タ
ス
ク
チ
ー
ム
。

⑷
会
合
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て

一
般
に
開
放
さ
れ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
。

⑸
国
連
に
協
力
す
る
民
間
セ
ク
タ
ー
の

集
合
体
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ

ク
ト
。

こ
れ
ら
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果
が
二
〇
一
三
年
に
レ
ポ
ー
ト
と
し

て
国
連
事
務
総
長
に
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
、
よ
り
具
体

的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
や
、
そ
れ
ら
目

標
達
成
の
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り

込
む
た
め
、
二
〇
一
三
年
三
月
か
ら
二

〇
一
四
年
七
月
ま
で
、「
オ
ー
プ
ン
・

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｏ
Ｗ
Ｇ
）」

と
呼
ば
れ
る
会
合
が
一
三
回
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
会
合
は
、
世
界
各
国
が
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
、
ア
フ
リ
カ
、
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ラ
テ
ン
・
ア

メ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
諸
国
と
い
う
五
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
で
、
二
〜
三
カ
国
で

構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
そ
の

グ
ル
ー
プ
毎
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
や
タ

ー
ゲ
ッ
ト
の
具
体
案
を
議
論
し
て
全
体

会
合
に
提
起
す
る
、
と
い
う
討
議
方
法

を
採
用
し
て
い
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

諸
国
は
三
カ
国
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
を
作

る
こ
と
に
な
り
、
ナ
ウ
ル
／
パ
ラ
オ
／

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ブ
ー
タ
ン
／

タ
イ
／
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
／
パ
キ
ス

タ
ン
／
ス
リ
ラ
ン
カ
と
い
っ
た
グ
ル
ー

プ
が
自
発
的
に
形
成
さ
れ
た
が
、
日
本

は
グ
ル
ー
プ
作
り
に
出
遅
れ
た
た
め
、

自
然
・
社
会
条
件
の
共
通
性
の
低
い
イ

ラ
ン
と
ネ
パ
ー
ル
と
の
間
で
ひ
と
つ
の

グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
た
。

第
一
〇
回
ま
で
の
Ｏ
Ｗ
Ｇ
の
議
論
の

中
間
と
り
ま
と
め
が
、Encyclopedia 

Groupinica

（
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典

を
も
じ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
グ

ル
ー
プ
百
科
事
典
」
と
訳
す
べ
き
か
）

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

③
）。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
目
標
候

補
が
一
九
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
下
位
に

置
か
れ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
候
補
が
約
二
〇

〇
〇
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
グ
ル
ー
プ
や
そ

れ
以
外
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
ｓ

〔
後
発
開
発
途
上
国
〕
や
小
島
嶼
国
連

合
と
い
っ
た
国
グ
ル
ー
プ
）
か
ら
提
案

さ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
／
日
本
／
ネ
パ

ー
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ル
ー
プ
作
り
が

出
遅
れ
た
た
め
か
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
ひ

と
つ
も
提
案
し
て
い
な
い
。
イ
ラ
ン
は

結
局
グ
ル
ー
プ
か
ら
で
は
な
く
一
国
と

し
て
、
一
三
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
提
案
し

て
い
る
。
日
本
も
同
様
に
単
体
で
、
三

つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
提
案
し
て
い
る
が
、

そ
の
す
べ
て
が
保
健
分
野
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
世
界

の
人
々
に
保
健
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
保
障
す
る
こ
と
）
に
関
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
、
他
国
と
比
べ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
策
定
へ
の
貢
献
が
小
さ
く
映
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
案
の
内
容

Ｏ
Ｗ
Ｇ
の
議
論
の
結
果
は
、
二
〇
一

四
年
七
月
一
九
日
、
国
連
総
会
に
提
出

さ
れ
た
。
本
誌
の
「
特
集
に
あ
た
っ

て
」
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
こ
の
案
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
一
七
の
目
標
か
ら
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
付
随
す
る
一
六
九
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
、
二
〇
一
五
年

九
月
の
国
連
総
会
で
承
認
さ
れ
る
運
び

と
な
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
貧
困
削
減
・
社
会
開

発
関
連
の
目
標
と
持
続
可
能
性
関
連
の

目
標
か
ら
な
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

の
大
き
な
違
い
は
、「
究
極
の
目
標
」

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め

の
手
段
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な

「
中
間
的
目
標
」
も
同
じ
「
目
標
」
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
筆
者
は
一
七
の
目
標
を
、
表
４
の

よ
う
に
三
分
類
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
案
に
は
、
食
糧
生

産
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
成
長
と
雇
用
、
イ

表 4　SDGs 各目標の分類

貧困削減・社会開発
持続可能性

目的 目的達成のための手段

貧困 (1)
保健 (3)
教育 (4)
ジェンダー (5)
水とトイレ (6)
不平等 (10)
都市と住居 (11)
法の支配 (16)

食糧 (2)
エネルギー（7)
成長と雇用 (8)
インフラ (9)
先進国の責任 (17)

持続可能な消費と生産 (12)
気候変動 (13)
海洋保全と利用 (14)
陸上生態系保全 (15)

（注）(　) 内の数字は、各目標の番号を示している。
（出所）国際連合広報センターの、2014 年 7 月 22 日のプレス・リリース (http://www.unic.or.jp/news_
press/features_backgrounders/9693/) より筆者作成。
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ン
フ
ラ
整
備
と
い
っ
た
項
目
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
貧
困
削
減
や

保
健
、
教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
環
境
と

い
っ
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
一
〜
七
を
達

成
す
る
た
め
の
手
段
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
（
先
進
国
に
向
け
ら

れ
た
）
目
標
八
を
除
い
て
、純
粋
な
「
成

果
（outcom

e
）」
を
取
り
出
し
た
た
め
、

ど
の
よ
う
に
し
て
目
標
一
〜
七
を
達
成

す
る
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
と
の
短
所

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は「
手

段
」
的
な
目
標
を
包
含
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
短
所
に
は
対
処
し
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
、
目
標
数
が
増

え
て
総そ

う
ば
な
て
き

花
的
に
な
っ
た
印
象
は
否
め
な

い
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
案
の
特
徴　

そ
の
１
：

普
遍
性

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
後
継
目
標
を
議
論
す
る

な
か
で
ひ
と
つ
の
大
き
な
焦
点
は
、
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
貧
困
層
の
生
活
改
善
を
大
目

標
と
し
て
お
り
、
非
貧
困
層
た
め
の
目

標
が
な
い
、
と
い
う
「
貧
困
フ
ォ
ー
カ

ス
」
を
改
め
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
貧
困
層
の
み
な
ら
ず
、

非
貧
困
層
に
も
目
標
を
与
え
る
と
い
う

特
徴
は
「
普
遍
性
（universality

）」

と
い
う
用
語
で
、
一
部
の
人
々
に
支
持

さ
れ
て
い
た
。
持
続
可
能
性
と
い
う
目

標
は
、
先
進
国
の
人
々
も
、（
開
発
途

上
国
の
貧
困
層
の
た
め
に
で
は
な
く
）

自
分
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
有
用
な
目

標
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
記
の
「
普
遍

性
」
を
満
た
し
て
い
る
。
言
い
方
を
換

え
れ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
普
遍
性
を
得
た

こ
と
で
「
貧
困
フ
ォ
ー
カ
ス
」
が
弱
ま

っ
た
、
と
い
え
る
。

●
そ
の
２
：
少
な
い
数
値
目
標

い
ま
ひ
と
つ
、
Ｏ
Ｗ
Ｇ
に
よ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
案
を
読
ん
で
気
づ
く
こ
と
は
、
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
比
較
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

数
値
目
標
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
一
（
貧
困
削

減
）
に
は
、「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
（
一

日
一
・
二
五
ド
ル
以
下
で
暮
ら
し
て
い

る
と
い
う
意
味
で
の
）
貧
困
を
根
絶
す

る
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
一
・
一
）、「
二
〇

三
〇
年
ま
で
に
、
各
国
で
定
義
さ
れ
た

国
内
貧
困
線
に
基
づ
く
貧
困
人
口
比
率

を
、
性
別
、
年
齢
階
層
を
問
わ
ず
、
半

減
す
る
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
一
・
二
）
の

よ
う
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
後
者
の
タ
イ
プ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

達
成
期
限
と
数
値
目
標
が
明
示
さ
れ
て

い
る
が
、
前
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
数

値
目
標
が
「
根
絶
」
と
い
う
言
葉
に
止

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
根
絶
」

が
〇
％
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
厳
密
に

は
達
成
不
可
能
な
目
標
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
賞
罰
を
与
え
る
よ
う

な
目
標
と
な
り
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
数
値
目
標
の
曖
昧
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
、
表
４
の
分
類
で
い
う

と
こ
ろ
の
「
持
続
可
能
性
」
関
連
目
標

と
、
貧
困
削
減
・
社
会
開
発
の
目
的
達

成
の
た
め
の
「
手
段
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
目
標
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
目

標
に
対
し
て
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
特
長
で

あ
っ
た
成
果
主
義
の
適
用
が
薄
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。

●
そ
の
３
：
弱
い
達
成
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

そ
も
そ
も
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て
も
、

開
発
途
上
国
に
向
け
ら
れ
た
目
標
一
〜

七
に
は
例
外
な
く
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
数
値

目
標
が
設
定
さ
れ
た
一
方
で
、
先
進
国

に
向
け
ら
れ
た
目
標
八
に
つ
い
て
は
数

値
目
標
が
な
い
か
、
ま
た
は
達
成
で
き

な
か
っ
た
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
と
も

な
わ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
努
力
目
標

に
止
ま
っ
て
い
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
対
国
民

総
所
得
〇
・
七
％
目
標
の
よ
う
に
、
数

値
は
明
示
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

の
達
成
や
失
敗
に
賞
罰
が
与
え
ら
れ
な

い
の
だ
か
ら
、
成
果
主
義
が
適
用
さ
れ

て
い
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
つ
ま

り
、
開
発
途
上
国
に
対
し
て
は
「
目
標

達
成
へ
の
進
捗
状
況
が
思
わ
し
く
な
け

れ
ば
、
援
助
計
画
を
再
考
す
る
」
と
い

う
援
助
国
側
か
ら
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
効

い
て
い
た
の
だ
が
、
先
進
国
に
対
し
て

は
そ
の
よ
う
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
普
遍

性
」
を
獲
得
し
た
が
、
先
進
国
が
目
標

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
時
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
は
元
々
用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か

ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
多
く
の
目
標
（
特
に

持
続
可
能
性
関
連
目
標
）
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
八
と
同
様
に
、
目
標
達
成
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
働
か
な
い
「
努

力
目
標
」
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

●
そ
の
４
：
先
進
国
の
責
任

さ
ら
に
筆
者
が
注
目
し
て
い
た
の
は
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
八
「
開
発
の
た
め
の

グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

構
築
」
に
相
当
す
る
、「
先
進
国
が
開

発
途
上
国
を
支
援
す
る
義
務
」
を
規
定

す
る
よ
う
な
目
標
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
盛

り
込
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
先
進
国
は
、
こ
の
目
標

が
先
進
国
の
行
動
を
縛
る
も
の
と
し
て

忌
避
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
し
、
事
実
、

前
述
の
Ｊ
・
サ
ッ
ク
ス
率
い
る
「
持
続

可
能
な
開
発
・
解
決
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
報
告
書
で
は
、「
先
進
国
が
開
発
途

上
国
を
支
援
す
る
義
務
」
が
目
標
の
ひ

と
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
今
回
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
案

に
は
そ
の
末
尾
に
、
目
標
一
七
「
持
続
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可
能
な
開
発
の
た
め
の
実
施
手
段
を
強

化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
」
と
い
う

表
題
で
、
他
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を
支

援
す
る
義
務
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
同
様

に
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
、
そ
の
達
成
の
た
め
の

必
須
条
件
と
し
て
規
定
す
る
と
い
う
意

味
で
、
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課
題
：
問
題
の
す

り
換
え
に
な
ら
な
い
か

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
Ｏ
Ｗ
Ｇ
案
を
大
き
く
変

更
す
る
こ
と
な
く
、
二
〇
一
五
年
九
月

の
国
連
総
会
で
承
認
さ
れ
る
と
、
筆
者

は
予
想
し
て
い
る
。
現
在
の
案
で
は
い

く
つ
か
の
数
値
目
標
の
値
が
未
定
に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
書
き
入
れ
れ
ば
、

案
と
し
て
は
完
成
す
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
次
の
三
〇
年
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
同
様
の

注
目
を
浴
び
、

「
持
続
可
能

な
開
発
」
を

前
進
さ
せ

る
大
き
な
推

進
力
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
こ
の

点
に
つ
い
て

楽
観
的
で
は

な
い
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
よ
り
目

標
が
多
く
な

り
、
数
値
指

標
を
と
も
な

わ
な
い
タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
増

え
て
、
成
果

主
義
を
働
か

せ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
特
長
が
薄
れ
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

は
、
目
標
達
成
の
た
め
の
動
機
付
け
が

弱
い
と
い
え
る
。

ま
た
目
標
が
増
え
た
の
で
、
い
ず
れ

か
の
目
標
の
達
成
度
を
高
め
れ
ば
、
達

成
さ
れ
て
い
な
い
他
の
目
標
の
印
象
を

弱
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
日
本

は
現
在
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
国
民
総
所
得
に
占

め
る
割
合
が
〇
・
二
三
％
で
、
国
際
公

約
の
〇
・
七
〇
％
に
は
遠
く
及
ば
な
い

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
手
付
か
ず
に
し

た
ま
ま
、
環
境
関
連
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
で
、
国
際
貢
献
を
主
張
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。
筆
者
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
政
府
の
関
心
が
、
開
発
途

上
国
の
貧
困
削
減
か
ら
離
れ
、
環
境
問

題
に
の
み
向
け
ら
れ
る
こ
と
を
懸
念
し

て
い
る
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
成
功
に
あ
や
か
り
、
環

境
を
始
め
、
多
く
の
人
々
が
、
自
分

の
分
野
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
書
き
込
み
た

い
、
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
し

か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
成
果
主
義

の
適
用
は
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
よ
り
も
弱
い
の
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ほ
ど
の
推
進
力

を
「
持
続
可
能
な
開
発
」
に
対
し
て
及

ぼ
し
得
る
か
ど
う
か
、
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

（
や
ま
が
た　

た
つ
ふ
み
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

国
際
交
流
・
研
修
室
）
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